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I．調査の経緯と概要

平成8年度の県道事業埋蔵文化財発掘調査（県道埋蔵文化財調査業務）は，平成8年4月1日に財団

法人香川県埋蔵文化財調査センターと香川県教育委員会との間で締結した「埋蔵文化財調査契約書」に

もとづき実施した。今年度の調査は，坂出市川津川西遺跡，雄山古墳群，高松市几塚遺跡，林下所遺

帆　竹元遺跡，三木町南天枝遺跡，尾端遺跡，志度町原中村遺跡，大川町寺田・産官通遺跡の9遺跡で

調査を実施した。当初計画と実施では，I雄山古墳群が新規の古墳の発見により若干工程の変更があった

が，事なきを得た。また，尾端遺跡の平成8年度の調査対象地の一部を，用地の関係で9年度に繰り越

すことも考慮されたが，幸いにも当初の予定面積の調査を終えることができた。

国道438号道路改築事業川津橋橋梁整備に伴う川津川西遺跡の調査は，1，500Idを調査対象として，平

成8年10月より12月までの2ケ月間で実施した。この調査では縄文時代の包含層，弥生時代後期の包含

層及び自然河川，古墳，平安，鎌倉時代の集落の調査を実施した。

県道高松王越坂出線道路改良工事に伴う雄山古墳群の調査は，6，328I元を調査対象として，平成8年

4月より9月までの6ケ月間で実施した。この調査では，7基の雄山古墳群の内4基の後期古墳の調査

を実施した。これらの古墳は横穴式石室導入期の古墳群で，馬具，鏡等の副葬品も豊富で，大変貴重な

調査成果をあげた。なお，雄山古墳群では先の調査成果をもとに，一般県民を対象に現地説明会を開い

た。

県道三木国分寺線地方特定道路整備事業に伴う几塚遺跡の調査は，昨年度からの継続調査で，今年度

は3，529niを調査対象として，平成8年4月より9月までの6ケ月間で実施した。この遺跡では，古墳

時代と鎌倉時代の集落の調査を実施した。なお，几塚遺跡では未退去家屋の関係で，371I元が次年度に

調査を残すことになった。

県道塩江屋島西棟道路局部改修工事に伴う竹元遺跡の調査は，453I元を調査対象として，平成9年2

月より3月までの2ケ月間で実施した。小範囲の調査にもかかわらずこの調査では，縄文時代晩期の土

坑と自然河川，弥生時代後期の良好な遺物等を検出し，貴重な成果をあげることができた。

県道高松長尾大内線道路改築事業に伴う南天枝遺跡の調査は，3，800I元を調査対象として，平成8年4

月より11月中旬までの7．5ケ月間で実施した。調査は掘削及び仮設工事を業者に請負わせる工事請負方

式で実施した。南天枝遺跡では，古墳時代末及び中世の集落の調査を実施した。住居跡の数も多く当該

期の集落構成を理解するうえで貴重な成果になった。

県道高松長尾大内線地方特定道路整備事業に伴う尾端遺跡の調査は，4，200I元を調査対象として，平

成8年11月中旬より平成9年3月までの4．5ケ月周で実施した。調査は南天枝遺跡同様工事請負方式で

実施した。尾端遺跡では，古墳時代末～奈良時代の集落，近世後半の墓群等の調査を実施した。なお，

尾端遺跡では末退去家屋の関係で，小範囲ながら次年度に調査を残す。

高松志度線緊急整備工事に伴う原中村遺跡の調査は，1，500I元を調査対象として，平成8年4月より6

月までの3ケ月間で実施した。原中村遺跡では弥生時代後期の小規模な集落及び自然河川中より良好な

遺物包含層を検出している。

県道富田西志度線緊急地方道路整備事業に伴う寺田・産官通遺跡の調査は，昨年度からの継続調査

で，今年度は1，5現前を調査対象として，平成8年4月より6月までの3ケ月間で実施した。この遺跡

の調査では，昨年度調査区より続く弥生時代中期の集落及び中世の遺構・遺物を検出した。
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Ⅱ．川津川西遺跡

1．遺跡の立地と環境

川津川西遺跡は飯野山と旧鵜多郡を北

流する大束川の間にあり，この大束川に

よって開析された西岸の段丘上に位置す

る。本遺跡の所在する坂出市川津は濃密

な遺跡分布を示す。近年，四国横断自動

車道建設に伴い，数多くの遺跡が調査さ

れてきた。最も時間を遡ることができる

資料は近接して本遺跡の南西に位置する

東山田遺跡で二次堆積ではあるが旧石器

が確認されている。縄文時代では四国横

断自動車道建設に伴う川津川西遺跡調査

時に晩期凸帯文の包含層を確認してお

り，本遺跡周辺での集落の存在を想定で

きる。弥生時代では前期前半，後期から

終末を代表する下川津遺跡，弥生中期・

後期の集落である川津一ノ又遺跡。古墳

時代から古代にかけての前述した下川津

活肝早宮

1川津川西遺跡
2川津川西遺跡
3三ノ池古墳
4飯山山頂遺跡
5飯野・東二瓦礫遺跡
6川津東山田遺跡
7川津－ノ又遺跡
8川津西又遺跡

9　川津元結木遺跡
10川津二代取遺跡
11川津下樋遺跡
12川津中塚遺跡
13下川津遺跡
14連尺茶臼山古墳
15川津茶臼山古墳
16小山古墳

㌻詑菜’三戸

蒜渚‖

17　青ノ山山頂古墳
18　青ノ山古墳群
19　青ノ山墓地公園古墳
20　青ノ山窯跡群
21吉岡神社古墳

22　川西北・鍛冶屋遺跡
23　川西北・七条Ⅲ遺跡

第1図　遺跡の位置及び周辺の遺跡（S＝1／25，000）

遺跡。中世では川津元結木遺跡など連綿と集落が営まれて現在に至っている。

2．調査成果の概要

平成2年度の四国横断

自動車道建設に伴う川津

川西遺跡1次調査地（以

下1次調査と記す）の北

側にあたる部分を本年度

調査を行った。従って，

1次調査地との対応関係

を把握するため，1次調

査時の地区割名称である

E，W区をそれぞれI区

からⅢ区に変更し，2次　／

調査である本年度はⅣ区

から始めてⅥ区までとし

て調査を進めて行くこと

とした。（第2図参照。）

第2図　既往の調査区と今回の調査区区割り図
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（1）縄文時代

包含層を確認している。この包含

層は明灰色砂質土と褐灰色砂質土か

ら成る。1次調査時にも確認されて

おり，本遺跡一帯に広がる事が確認

された。各層ともラミナ状堆積を示

し，周辺に同時期の遺構・遺跡の存

在を暗示させるものである。おもに

Ⅴ区，Ⅵ区において確認された。1

次調査時よりも遺物量は希薄であ

り，コンテナ1箱程の量であったこ

とから，想定される集落は本遺跡の

南西方向である公算が高い。

1は浅鉢の口緑部と胴部片であ

る。外面は植物質の繊維を束ねたよ

うな原体による縦方向の細密条痕を

施した後，ナデ。そして上半部には

やや散漫なヨコミガキを行う。内面

はすべて板ナデ状の横方向のナデを

施している。縄文後期前葉に比定さ

こしニ・‾　　：　　～．づ毛≡少

＼料＼、、＼葺

ゝ「、、、・・、㍉ヽ　、

＼ミヾ＼、

れる。2は石核，3は2の石核から

作り出されたサヌカイトの剥片で接

合関係をもっている。2の分割面の

上方から打撃を加えて，3の剥片を作りだしてい

る。さらに3は背面に打撃を加えているが打点は

失われている。

（2）弥生時代

SROl

V区，Ⅵ－2区において検出している。西側の

肩部を検出していないので川幅は不明であるが，

深さは2．5m程の本遺跡の南西方向から現在の大

束川へ向かって北流する自然河川であると思われ

る。下層の砂礫層からは弥生時代後期後半の土器

を少量確認している。上層からは6世紀末～7世

？＝禦′2）5ml

第3図　縄文包含層出土遺物実測図

写真1　S ROl完掘状況（北から）

紀前半の須恵器を確認しており，一端，川の機能が停止したのち，落ち込み状の地形となっていたこと

が想定される。また，下層には厚さ20cm～30cm程の厚さで茶褐色を呈し，多くの動・植物遣存体を包含
（1）

する腐食土層を確認した。この腐食土層からは，植物遺体ではドングリが大量に確認され，動物遺体で

はガムシ，セマルガムシ，クロゲンゴロウ，ヒメゲンゴロウ，コガネムシ，巻き貝などが確認されてい
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る。コガネムシや大量のドングリから，弥生時代後期のこの辺りは広葉樹林に覆われていた可能性が指

摘できる。Ⅳ－1区からⅣ－2区にかけての段丘間の低地部の最下層からも多量の弥生後期前半の土器

と共にサヌカイト剥片が確認された。

4は賓の口縁部である。外面に右上がりの螺旋状のタタキを施している。弥生時代後期後半に比定さ

れる。5は土製支脚であ

る。6はサヌカイト製のス

クレイパーである。7は須

恵器の大喪の口綾部であ

る。7世紀に比定され！る。

このSROlの上層にお

いて水田跡の可能性を考

慮し，畦などの検出に努

めたが，確認できなかった。

また断面観察においても

同様の結果となった。

固

O

IT‖（￥：1！4）10㌢

第4図　SROl出土遺物実測図

壁面で土壌サンプルの採取を行っているので本報

告時に結果を報告することにする。

（3）古墳時代後期

SDlO・11

Ⅳ－2区の低地部の最下層の弥生後期包含層を切

り込む形で東西に流れる2条の溝を検出している。

SDlOは幅1．5m，深さ0．3m，SDllは幅l．6m，深

さ0．25mの断面逆台形を呈する。出土遣物から古墳

時代後期～終末にかけて機能していたのであろう。

SHOl

V－2区の東部分で検出した。調査対象範囲外の

道路部分へさらに，東にSHOlは延びると予想され

0

「‥璧1／2）5？¶

3．4．5．∨－1区下層

6．　　∨－2区下層

写真2　SDlO・11完掘状況（東から）

ることから，南北軸が3．8m（東西規模不明）の方形の4本支柱穴の竪穴住居と考えられる。深さは検出

面より0．3m程を執る。壁清は全周するものと思われる。支柱穴は2基確認し，深さは0．25m～0．3m程

でありやや浅く，間隔は南北間で約1．9mである。床面は南西部分の一部にしか残存していなかった。

竃の構築方法はまず煙道郡と燃焼部のベース面を掘り込んだ後，置き土をして側壁を造り出してい

る。また，燃焼部には土師器の小片と焼土塊が，篭正面の床部分には掻き出しによる炭化物層が認めら

れる。この焼土塊は天井部か側壁の置土の赤変した部分の可能性がある。出土遺物として二次堆積土土

中より須恵器片が，北東隅の壁溝部分と南西部分床面直上でイイダコ壷を確認している。所属時期は概

ね7世紀代に属すると思われる。

1次調査時にも古墳時代後期の竪穴住居が2棟が検出されている。しかし，川津川西遺跡全体で同時

期の住居の広がりは確認されない為，1次調査の住居跡とともに小規模な集落の可能性が高いだろう。

ー4－



Ⅳ－4区

第5図　川津川西遺跡　遺構分布図（古墳時代終末～古代）

く
II

CJ

‾‘‘一一　CJ
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卜J
C〕
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5Y7／3浅黄色シルト

5Y7／4浅黄色シルト

5Y7／4浅黄色シルト

75Y7／1灰白色シルト

10Y8灰白色シルト

N6／灰白色粘質土

5Y8／2灰白色シルト

N7／灰白色粘冥土

2．5GY7／1明オリーブ灰色シルト

10Y8／2灰白色シル十

75Y7／1灰白色シルト

10Y7／1灰白色シルト

N7／灰色シルト

盛弧25YR7／6櫓色土（赤色変化部分）

■■N3億灰色シルト（炭化物多く漏る）

萌葱5Y7／2灰白色ノルト（置き土）

亀

◎

第6図　SHOl平面図及び出土遺物実測図

1m

？JS，＝1／40）l

レベルはすべて10．400m

写真3　V－2区SHOl完掘状況　　　写真4　SHOl竃断ち割り断面（南から）
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（4）古　代

SK21

Ⅵ－1区ではおもに9世紀代の遺構を検出している。SK21は

方形の直径1．2m幅0．5m深さ0．3mの土坑である。出土遣物とし

ては長胴餐・須恵器杯・土師器椀などがある。10・11は長胴聾

で外面を濃密なタテパケを施し，内面は口線内面をヨコパケを

施した後，ヨコナデを行っている。13・16の底部はともにへラ

切りである。

′・′！

第7図　Ⅵ－1区平面図及びSK21出土遺物実測図
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（5）中　世

SBOl

Ⅳ－1区では主に1次調査時のI区において検出した14世紀代の集落の北限に．あたる廓分を確認し

た。中でもSBOlは梁間1間×桁行2間（3．2×4．4m）の掘立柱建物である。このSBOlが廃絶する時にS

BOlを構成する北東隅のSP30を切る形でSP29が掘られている。このSP29・30からは14世紀代に比

定される土師器杯が5点，小皿が5点，洪武通賛，祥符通賛，元豊通貨，永楽通資がそれぞれ1枚出土

した。土師器はいずれも完形で単なる柱穴に廃棄されたものとは考えにくい。また，SP29・30のみ遺

物が出土しており，SBOlを構成する柱穴の中でも北東の方向に位置する柱穴を意識していると思われ

る。以上の点からもこのSP29・30はおそらく地鎮的性格をもつと思われる。また。SDOlに沿ってS

AOlの柵列なども見られることから屋敷溝のような区画は持たないものの，14世紀代の集落の北限と考

＼＝去去瑞

＼二二コ⊆竺炎2

ミ＝＝⊆；系3

℃＿二∃　　24

ミ；≡』二名5

ミ＝ユ＝＝炎6

0　　　　　　　10cm．
Llr竺呈／3）＿　一一一一二！

O

J（S＝1聖二∃0cm

第8図　Ⅳ－1区　第一両遺構面平面図とS BOl出土遺物実測図
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えられる。

3．まとめ

縄文時代では

1次調査時の晩

期凸帯文期の包

含層の年代が後

期前葉まで遡る

ことが判明し

た。また遺物量

が1次調査時に

写真6　Ⅳ－1区　第1両完掘状況　　　写真7　Ⅳ－1区　S P29・30

（北から）　　　　　　　　遺物出土状況（西から）

比べて希薄であることから現在の四国横断自動車道より南の段丘に縄文時代の遺跡が存在する可能性が

高くなった。弥生時代では後期の包含層と自然河川のみで集落を想定させる遺構は確認されなかった。

古墳時代ではⅤ－2区において1次調査時に続いて後期から終末にかけての時期が想定される住居跡を

1棟確認した。1次調査時の古墳時代住居跡からはやや北に離れており間に同時期の集落を示す遺構が

存在しないことから，それぞれ別の小規模な単位の集落の可能性が高い。古代ではⅥ－1区において9

世紀末頃の集落を確認した。これも1次調査地よりも若干，北に離れており，別の集落の可能性が高

い。なかでもSK21出土遺物は良好な一括資料と言えるであろう。中世では1次調査時の14世紀代の集

落の北限を確認した。明確な集落の区画は確認できなかったが方向性を持つ溝や柵列等が存在すること

や．Ⅳ一軍区から北側は同時期の遺構・遺物が確認されないことからⅣ－2区付近を集落の北限と考え

てよいだろう．．SBOlを構成するSP29・30からは土師器の杯，小皿がそれぞれ5点，銭貨が4枚．刀子

が1点確認された。1次調査時のI区においても同時期の土師器と銭貨が柱穴より確認されており，今

後川津川西遺跡の集落における地鎮と思われる行為の復元なども課題となろう。また，現地形からは判

断することができない隠れた段丘面を確認することができた。この段丘面はⅣ－2区からⅥ区にかけて

西から乗へ延びる。1次調査においてもI区南側で確認されており，この段丘間では複数の遺構面が確

認された。今後はこのような旧地形の復元も課題として残ると言えるだろう。

註

（1）仏生山小学校高橋芳樹氏に鑑定していただいた。記して感謝します。

写真8　川津川西遺跡遠景（北から）
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Ⅲ．雄山古墳群

1．遺跡の立地と環境

雄山は坂出市高屋町にあり，東方に白峰山などの五色台を望み，南・西方には綾川下流の沖積平野が

広がる。北方には瀬戸内海の展望が開け，高屋の町も北東方向に一望できる。

周辺の遺跡としては，すぐ北の雌山山頂に雌山古墳群（2）が対峠するはか，五色台北峰から西にのび

る山稜の末端に，すべり山古墳群（3），経ノ田尾古墳（4）が存在する。また眼下の高屋町にも弥生時代後

期の集落である高屋遺跡（5）が確認されている。雌山古墳群は3基からなり，全て安山岩を使った積石

塚である。1号境は方墳で竪穴式石櫛を持ち，2・3号境は円墳で埋葬施設は不明であるが，3号境に

は竪穴式石櫛の天井石と見なされる石が2個散乱している。いずれも古墳時代前期に属すると考えられ

ている。すべり山古墳群は3基からなり，雌山と同じく，全て安山岩の積石塚である。1・3号境は円

墳であり，埋葬施設は不明である。2号境は方墳であり，大小2基の竪穴式石樹が構築されている。古

墳時代前期に属すると考えられている。尾根西方下に位置する経ノ田尾古墳は昭和40年頃の開墾によっ

て消滅し，現在その痕跡も認められないが，伝えによれば前方後円墳，または円墳であり，竪穴式石櫛

を持っていたとされる。すべり山古墳群とともに積石塚古墳群を形成するところから古墳時代前期に属

すると考えられている。

周囲の古墳が古墳時代前期に属するという中で，雄山から北東にのびる尾根の北斜面に，古墳時代後

期に属する雄山古墳群（1）がある。このうち1～4号境は周知の古墳であったが，予備調査によって新

たに5～7号の3基の古墳を確認した。調査対象は4－J7号境であり，標高13m～20mの間にその4基

が所在している。4・5号境は斜面とテラス面にかけての傾斜変換点付近に存在し，5号境は4号墳の

東南約40mに位置する。6号墳は5号境からさらに東南50mで尾根頂部から少し下がった所に位置し，

雄山古墳群の中では最も標高が高い。7号境は4号境の北で墳丘の裾部を接するようにあり，丘陵のテ

ラス面に位置している。1～6号境はほぼ一列に並んで位置し，7号境はそれに直交するように位置し

ていることが特徴的であり，そのことから計画的に配置されたことがうかがえる。
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2．調査成果の概要

（1）雄山7号墳

（丑墳　丘

雄山から東に延びる尾根から舌状に北西に派生する尾根の東斜面に立地する。墳丘は後世の地形改変

により大幅な削平を受け，現地形からは古墳が存在するとは想定できなかった。

墳丘の大部分はすでに失われており，周濠の規模

などから推測すると径約5．8m，現状での墳高（墳

頂部と北西側墳丘裾部との比高差）は約0．39mを測

る円墳である。墳丘は旧地形の整形土の上に浅黄色

土の単一層の盛土が行われている。盛土は突き固め

た様子はなく，やや軟質である。

周濠は北および西側は明確に掘り込み，北側では

幅0．61m，深さ0．36mを測るが，南側（4号境との

問）は浅く窪む程度で明確な周濠は確認できない。

なお，墳丘の南側は前述の地形改変のため大幅に削

り取られている。

（塾埋葬施設

主軸をN－240　－Wにとる横穴式石室が墳丘はぼ

中央に構築されている。開口方位も主軸とはぼ同様

である。石室は基底石と部分的に2～3石を残し上

部は削平を受け，すでに失われている。平面プラン

は右片袖式で，規模は全長2．82m，玄室長2．54m，

玄室中央幅0．73m，奥壁幅0．93m，玄門部幅0．46m

（推定）を測る。袖部は東側壁から0．17mはど内側

に突出させたもので，玄門立柱石は用いていない。

石室の使用石材は0．3m～0．5mの安山岩塊石を主に

用いている。また，袖石と西側壁には羨道は連結せ

ず，墓墳掘り込み時にすでに存在したと考えられる

素掘りの溝状の墓道がみられる。墓道床面と玄室床

面には段差は確認できないが，やや墓道がレベル的

に高い。墓境は長軸約3．65m，短軸約1．35mの長方

形の掘り方で，北側に墓道を有する。閉塞は玄門部

で行われており，塊石を1石のみ検出している。

玄室床面では棺台にあたる石材を検出しており，

ほぼ石室中央に棺を配置していたと考えられる。棺

台の石材の高さはほぼ水平であるが，やや南側が高

い。

写真9　雄山7号墳全景（北より）
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第11図　雄山7号墳石室実測図

③出土遺物

石室は削平のため遺存する玄室内にも慣乱土が混入していたが，ほぼ原位置を保った遺物が出土して

いる。玄室の北隅（玄室内玄門部側）の棺外に須恵器・土師器がまとめて置かれていた。杯の身と蓋のセ

ットが6組，杯身4点，杯蓋4点，短頸壷

2点，土師器聾が1点みられる。これらの

土器の配置には規則性は確認できず，後述

する3型式にわたる須恵器が混在してい

る。棺台石材の位置関係から棺内と推定で

きる玄室中央部やや東側からは鉄鉱3点，

刀子1点が出土している。

また，墳丘北西側の周滞哩土最上層から

馬形埴輪が出土しているが，混入の可能性

ー13－
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第12図　雄山7号墳出土土器実測図



が高く7号墳に伴う遣物とは判断できない。

④小　結

石室上部の大半が失われていたにもかかわらず，玄室床面での遺物の出土状況はきわめて良好であっ

た。棺台の存在から棺外遺物である土器と棺内遺物の鉄製品といった副葬品の位置関係が明確に把握で

きた。

玄室からの出土遺物は田辺編年のTK47型式からMT15型式・TKlO型式の3型式にわたる須恵器が

出土している。墓道理土観察では掘り直し・埋め戻しの形跡はなく追葬は認められないため，TK47型

式に属する須恵器は伝世したもので，．MT15型式とTK10型式が共伴する時期が古墳築造時期に比定で

きる。後述する5・6号境とはぼ同時期に築造されたと考えられる。

（2）雄山4号墳

（去墳　丘

雄山から東に延びる尾根からさらに北西に別尾根が派生し，その付根に立地する。今回調査を行った

4基の古墳のなかでは墳丘・石室共に遺存状態が最も良好で，墳丘北側では推定墳裾ラインが明確に確

認できる。南側は後世の大幅な地形改変により墳頂部の高さに平坦に揃えられていたため，墳丘は地中

に埋没していると想定できた。

現状での古墳の規模は直径約10．1m，北側墳丘基底部と墳頂部の比高差（墳高）は約3．0mを測り，部

分的に削平を受けているが墳形は円形をとどめている。尾根頂部寄りには周濠を巡らせており，周濠内

には墳丘盛土の一部がかなり流出して堆積している。

墳丘は築造以前の旧地形の整形土と盛土から成る。盛土は石室構築と並行して行った盛土と，天井石

構架後に石室全体および墓道を被覆しつつ，墳形を形造った盛土との二工程確認できる。第一の盛土は

各層が5cmから40cm前後の厚さで，堅く叩きしめられた様子はなく軟弱なものである。第二の盛土は

にぷい黄橙色土の単一層で，非常にしまりが悪く版築工法を用いたとは考え難い。

②埋葬施設

墳丘中央やや北東よりに1基の横穴式石室が築造されている。主軸を概ねN－450　－Wにとり周辺等

高線に平行した方向に主軸を持つが，開口方位はN－70　－Wとやや真なる。平面プランは歪な両袖式

で前壁を有する。袖石には羨道が連結せずに溝状を呈する素掘りの墓道が連結している。石室規模は全

長3．36m，玄室長3．23m，玄室奥壁幅1．56m，中央幅1．68m，玄門部幅0．57In，玄室高1．5m（主軸上，

奥壁から0．5mの位置），玄門部高1．05mを測る。壁体構造は，南西側壁において基底石を含め3段は横

長の石材を横積みし，それより上方はやや小形

の石材を緩く持ち送りながら小口積みしている

という変化がみられる。奥壁の隅角には両壁に

跨る石材もみられる。袖石は南西側側壁から0．5

m，北東側側壁から0．4mはど内側に突出させて

おり厚さ20cm前後の板状石材を数段横積みして

いる。前壁は左右袖石最上段に板状安山岩を構

架して前壁最下段とし，これを含め3段で構成

されている。

天井石は4枚の大形板状石材を構架した平天 写真12　雄山4号壌墳丘全景（北西よの
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第13図　雄山4号墳石室実測図
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井七，石材の間隙を小形の塊石を用いて塞ぎ，盛

土の混入を防いでいる。

石室石材には安山岩が主に用いられ，花崗岩も

若干量であるが含まれる。なお，天井石および閉

塞石を除く各壁面の内側には赤色顔料の痕跡が確

認でき，石室内面に塗布していた可能性が高い。

床面は盗掘による携乱が多く見られるが，安定

した床面の状況から墓堀の底面に貼床・敷石など

を施さずに床面としていたと考えられる。

閉塞は玄門部で行われ，2列で控え積みを行わ

ずに7段の塊石を積み上げた閉塞石が確認でき 写真13　雄山4号墳玄門部と閉塞石（南東よの

た。使用石材は下部には0．5mはどの横長の石材を小口積みし，上部に上がるに従い小形の塊石を使用

している。最上部では0．2mはどの石材を用いている。

墓境は北東に傾斜する旧地表面に若干の盛土を行う程度で，かつ底面がほぼ水平になるように掘り込

んでいる。そのため尾根頂都側の南西側は深さが0．8mあるが，北東側は深さを持たず，断面がL字形

になる。規模は長軸5．0m，短軸3．8mを軋り，北西側に墓道を有する。この墓墳掘り方の構造が前述し

た石室壁面の石材の大きさ・積み方の変化に呼応する。南西側壁では墓境内に裏込めを行ないながら石

室下部を構築し，それより上部は墓境より上になるため石室構築と墳丘盛土を並行して行っている（前

述した第一の盛土）。この工程の変化が石室壁面の構造にも影響を与えている。一方，北東側壁では，

墓境は深さをほとんど持たないため，基底石から第一の盛土を行いながら構築しているため，基底石近

くから持ち送りが確認できる。また，玄室の各基底石を据え置くための掘り方は確認できず，墓墳底面

に直接基底石を設置している。

墓道は墓墳掘り込み時に同時に掘り込まれていると考えられ，玄室床面と墓道床面ははぼ水平で，段

差もみとめられない。墓道の埋土観察では掘り直し・埋め戻しの形跡は確認できず，さらに第二の盛土

により石室・墓道は被覆されており，その掘り直し等もみられないため追葬は考えられない。墓道は埋

葬終了後直ぐに埋め戻されたと考えられる。

③遺　物

玄室からは須恵器片，馬具（衝の一部・f字形鏡板片），鉄鉄片，玉類（ガラス小玉22・管玉6・土

玉1）が出土している。いずれも原位置を保つ遣物ではなく，憤乱層に浮いた状態で検出している。須

恵器は細片であるため図化に耐えないが，3方方形透かしの高坪脚部，高杯口緑部，稜がかすかに残る

杯蓋がみられる。

周濠からは円筒埴輪片多数，形象埴輪片（人物埴輪等），ノミ状鉄器1，須恵器が出土している。須

恵器は杯身と賓の破片が出土している。賓のなかにはTK23型式まで遡る可能性のあるものも出土して

いる。円筒埴輪は埴質と須恵質の2種類が確認できる。いずれも外面はタテパケ・ナナメパケのみで2・

次調整は施されていない。埴質円筒埴輪の一部の底部外面には板状工具によるタタキ調整が確認でき，

須恵賃円筒埴輪の一部には最下段のタガに断続ナデがみられる。内面は指頭圧及びナナメ指頭ナデが施

されている。これらの円筒埴輪は概ね川西編年のⅤ期に該当する。人物埴輪は墳裾よりやや上方の墳丘

斜面部において，頭部を下に向け転倒した状態で検出された。頭部・右肩部・手などを欠いており全体
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写真14　雄山4号墳周藻出土円筒埴輪（表）　　写真15　雄山4号墳周濠出土円筒埴輪（裏）

写真16　雄山4号墳出土人物埴輪

像は明らかでないが，裡状のものを肩にかけ，靭のようなもの背負っている。これらの埴輪を据えた痕

跡は一切みられず，人物埴輪の出土状況などからみて，元来墳丘に樹立していたものが周濠に転落した

と考えられる。

④小　結

4号境は墳丘・石室共に遣存状況が良好で，両者の築造・構築関係をほぼ明らかにする事ができた。

その築造・構築手順は，（一部に盛土）→墓墳掘り込み→石室下部構築→石室上部構築・第一の盛土→

天井石構架→埋葬→第二の盛土と復元できる。また，4号境の石室は羨道を持たずに，代わりに墓堀に

連結する墓道を持つ事が最大の特徴である。竪穴系横口式石室のイデオロギーを取り入れながらも，前

壁を有し，平天井，塊石による閉塞といった畿内系の石室の要素も受け入れており，現時点では北九州

と‾畿内の折衷式の横穴式石室と考えている。

なお，今回調査した古墳のなかでは唯一埴輪を伴っている点も特徴といえる。

残念ながら盗掘により，石室からの副葬品の出土は稀薄であったが，玄室内出土遺物，周溝出土遺

物，石室形態から7号墳および後述する5・6号墳とはぼ並行するか，やや下る時期に比定できる。
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（3）雄山5号墳

尾根の頂部からやや下がった斜面上に築かれた円墳で，現地形では古墳の存在は全く想定できなか

ったが，予備調査によって確認した古墳である。尾根頂部寄りに周濠の一部と石室が遺存している。

墳丘と石室の上半部および古墳の北半分は後世の整地によって失われているが，周濠の規模からみる

と，墳丘の直径は約8m程度と推定される。わずかに残存していた墳丘の盛り土は比較的柔らかめ

で，特に版築工法などによって突き固められた形跡は見られない。

石室は左片袖式の横穴式石室で，概ね西向き（N98。W）に開口している。玄室は長さ2．6m，幅1．3

m，．高さ0．7mの規模である。石室の壁は2段から4段分が残っている。床面には人頭大で厚さ3cm程

度の板石が全面に敷きつめられていた。奥壁中央部付近には枕石の可能性のある板石1石が置かれて

いる。奥壁および両側壁の内面には赤色顔料を塗布していた痕跡が確認できることから，石室の内面全

体に赤彩を施していた可能性が高い。

墓道は石組みを持たない素掘りの滞状を呈するもので，長さ1．7m，幅0．9mをはかる。玄室の掘り方

（墓墳）を掘り込んだ際に同時に掘り込まれている。玄室の主軸方向に対して斜行する形で取り付いて

いる様子は，あたかも小形の竪穴式石櫛の片側の小口部に後から墓道を取り付けたという感じを受け

る。墓道の床面はほぼ水平で，玄門部との床面との段差は認められない。この墓道は埋葬後に埋め戻さ

れるものであるが，土層断面の観察では掘り直し・埋め直しの痕跡は確認できなかったことから，追葬

はなかったものと判断できる。玄門部にはブロック状の塊石を積み上げた閉塞石が4段分遣存してい

たが，仕切石は用いられていない。

玄室掘り方は，長さ4．0m，幅2．4mの規模の隅丸長方形状に地山を掘り込んだもので，玄室基底石を

固定する据え方は掘り込まれていない。

遺物は玄室床面の板石上に埋葬当時の姿をとどめた状態で出土した。玄室袖部には須恵器・土師器

が積み重ねられており，玄室中央部からは鋤先などの鉄製品や多数の玉類などが，両側壁付近には鉄

鉱や土玉などが出土した。墓道や周滞からは全く遺物は出土していない。

玄室床面から出土した須恵器57点には杯47点・高杯3点・壷3点・短頸壷3点・植1点が，土師器2

点には椀・把手付き椀がある。中でも須恵器の杯は蓋と身がセットになったものが19個体もみられ，短

頸壷も蓋がセットになったものがみられる。内容物に関しては残存しておらず不明である。須恵器の

型式は田辺編年のMT15・TK10の2型式にわたるものであるが，墓道の土層観察などからは追葬が想

写真17　雄山5号墳全景（西より）

－19－

写真18　雄山5号墳石室完掘状況（西より）
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定できないことを考慮すれば，両型式がみられる

6世紀中頃の一括埋納と判断でき，雄山5号境の

築造時期がわかる。

鉄製品にはU字形鋤先3点・銑鉄・刀子などが

みられる。小破片となっているため種類の判断で

きないものもみられるが，確実に馬具といえるも

のは確認できない。

玉類では碧玉製管玉13点・結晶片岩製勾玉1

点・水晶製切子玉5点・水晶製丸玉1点・ガラス

小玉31点・土玉多数がある。管玉は両側穿孔のも

のもみられるが，ほとんどが片側穿孔である。土

玉以外の玉類は石室中央付近に集中する出土状況

を示すことから，当該箇所が被葬者の胸部付近と

考えられる。また，土玉は右側壁中央やや西より

に集中する出土状況を示すことから，被葬者の右

手に巻き付けられていた可能性が高い。

雄山5号墳の横穴式石室は，須恵器から導き出

される年代からすると，県内でも古手の横穴式石

室の一つであり，香川県内における古墳の埋葬施

設の変化や横穴式石室の導入などの問題を考える

うえでも貴重な資料となり得よう。また，先述し

たように追葬が想定できないことからみても，こ

写真19　雄山5号墳遺物出土状況①（東よの

写真20　雄山5号墳遺物出土状況②（南東より）

れらの遺物は一括性が極めて高い資料であると言えよう。今後は，副葬品の種類・内容などの分析や副

葬品の出土位置の分析などを通じて，玄室内の空間利用のあり方や被葬者像などを明らかにしていくこ

とが重要な課題である。

0　　　　　　　　　10cm

」　　　　．　　　　1

第15図　雄山5号墳出土土器実測図

（4）雄山6号墳

尾根の頂部からわずかに下がった緩斜面状に築かれた円墳である。現地形ではわずかに円墳状の高ま

りが確認でき，開墾によって削られた面に石材が若干顔を覗かせている状態であった。周濠の一部と石

－21－



室が遺存している。周濠は雄山5号境と同様に古墳の尾根頂部寄りを掘りくぼめたもので，全周するも

のではない。墳丘と石室の上半部および古墳の東側約三分の一は後世の開墾によって失われているが，

周濠の規模からみると，墳丘の直径は約10m程度と推定される。残存していた墳丘の盛り土は非常に堅

緻で，土層断面観察では縞模様状の堆積がみられ　版築工法によって墳丘を突き固めたことがわかる。

石室は，左側壁前面部分に慢乱による穴が掘られているため確定はできないが，左片袖式ないし無袖

式の横穴式石室と推定される。玄室は長さ3．0m，幅1．3m，高さ0．9mの規模で，概ね北西方向（N540

W）に開口している。石室の壁は1段から6段分が残っている。床面には雄山5号境のような石敷きは

みられず，また壁面の内面に赤色顔料を塗布した痕跡も認められない。

玄室掘り方は，前面部分を欠損しているが，長さ5．1m以上　幅2．6mの規模の隅丸長方形状に地山を

掘り込んだものである。基底石の据え方は認められない。なお，墓道に関しては後世の僚乱などによっ

て破壊されているため不明である。

遺物は玄室床面上に埋葬当時の状態で出土した。玄室右半分には側壁に沿う形で須恵器・土師器が概

ね2列に並べられていた。その中には鉄製品も認められる。玄室奥壁付近には須恵器の高杯と銅鏡およ

び管玉などの玉類が出土している。また，周滞からは須恵器の高杯と膳が一対になって出土している。

玄室床面から出土した須恵器舶点には杯33点・高杯2点・壷2点・短頸壷3点・磨1点・提瓶2点・

襲破片1点が，土師器7点には椀3点・把手付き椀3点・小型壷1点がある。中でも須恵器の杯は蓋と

身がセットになったものが15個体もみられる。内容物はほとんど残存していないが1セットのみに植物

遺体と思われるものが遺存していた。須恵器の型式は田辺編年のMT15・TKlOの2型式にわたるもの

で，雄山5号墳とほぼ同じ時期が想定される。

鉄製品には鉄嫉7点・刀子3点などがみられるが，確実に馬具といえるものは確認できない。

玉類では碧玉製管玉17点・ガラス小玉11点・土玉3点がある。管玉はほとんどが片側穿孔である。水

晶製切子玉や勾玉は出土していない。

銅鏡は床面の一部に赤色顔料を塗布した上に置かれたような状態で出土した。鏡を包んだような布な

どは確認していない。鏡の直径は5．5cmで，背文構成は紐から外方へ向かって，珠文帯・鋸歯文帯・変

形渦巻文帯の順となっており，鏡種は珠文鏡に分類される。

これらの遺物は雄山5号境と同様に貴重な資料であり，個々の古墳の分析と同時に各古墳の対比を通

して考えていくことが必要であろう。

－22－
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写真23　雄山6号墳遺物出土状況①（北西よの　写真24　雄山6号墳遺物出土状況②（南西よの

0　　　　　　　　10cm
！　　　　．　　　　I

第17国　雄山6号墳出土土器実測図

3．まとめ

雄山古墳群は従来4基とされていたが，今回の調査によって新たに3基確認でき，合計7基の古墳か

ら構成されていることが明らかになった。このうち今回は4基の調査を行い，特筆すべき多くのデータ

が得られた。各古墳についてはすでに触れているため，ここでは全体のまとめを行う。

4基の古墳は規模・袖部形態・床面構造・副葬品の内容といった点に統一性がみられない。袖部形態

は両袖式・片袖式（右片礼　左片袖）・無袖式と4基ながら全型式がほぼ出揃っている。副葬品も同様

で，4号境は馬具を，5号境は鉄製農耕具を，6号境は鏡を保有し，逆に7号境は玉類を持たない。こ

のように多くの相違はあるが，古墳の築造時期と羨道の欠如という共通性もみられる。4号境は盗掘を

受けていたものの，5・6・7号境は玄室床面の遺存状況が良好で，大部分の副葬品は原位置を保った

状態で検出できた。概ねMT15型式とTKlO型式に該当する須恵器が多量に副葬されている。これらの

古墳群は両型式がみられる6世紀中頃という比較的短期間に築造されたと考えられる。県内でも横穴式

石室の導入期にあたる時期に羨道を持たず，墓境に連結する墓道を有する横穴式石室が存在することは

特筆すべきことである。玄室床面と墓道床面はほぼ水平で，段差が認められないものの，竪穴系横口式

石室の影響を多分に受けている。一方，4号境で見たように玄室は畿内型横穴式石室としてすでに完成

されたものである。雄山古墳群の石室にはこの両者が確認できる折衷式の石室であり，瀬戸内海という

海上交通路を前面にした古墳群の立地の意義は極めて大きい。

今後，各古墳の造物・石室等の詳細な分析を通して，雄山古墳群の全体像を解明し，さらに特異な形

態を持つ石室についても言及することが重要な課題である。

－24－
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Ⅳ．几塚遺跡

1．遺跡の立地と環境

几塚遺跡は，高松平野の西辺部にあたる高松市檀紙町几塚と円座町佐古・川向にまたがって広がる遺

跡である。遺跡の西部には，古川が蛇行しながら北に向かって流れ，さらに西方には，堂山・六ツ目

山・伽藍山などの山塊がある。東方には，2級河川の香東川が北に向かって流れ　さらにその東方には

高松平野の中心部が広がっている。遺跡の周辺は，現在閑静な田園地帯となっており，多数のため池が

点在する。遺跡周辺の標高は30m前後で，地表面には若干の起伏が認められる。この凹地部分を除い

て，遺跡周辺には一町方格の条里型地割が残存する。

本遺跡の周辺には，旧石器時代から近世に至る幅広い時代の遺跡が存在している。

旧石器時代の遺跡としては，正箱遺跡や中間西井坪遺跡などがある。中間西井坪遺跡は，六ツ目山北

東麓の緩斜面に位置する遺跡で，AT火山灰層の上位から，船底形石器と小型ナイフ形石器を主体とす

る良好なブロックを検出している。縄文時代の遺跡としては，六ツ目山の西斜面の国分寺六ツ目遺跡の

調査で，約60点の大型剥片が折り重なるように出土したサヌカイト集積遺構が検出されており，石器製

作跡と考えられている。弥生時代の遺跡になると数が増加し，国分寺下目名代遺跡，中間西井坪遺帆

一正箱遺跡などで遺構・遺物が確認されている。正箱遺跡では，後期と考えられる直径約6mはどの円形

竪穴住居が検出されている。古墳時代の遺跡も，周辺に多数の円墳や前方後円墳が築造されている。国

7　三つ塚古墳

8　山王神社古墳

9　うたい塚古墳

10　伽藍山東麓古墳

11薬用寺遺跡

12　正箱遺跡

13　冗塚通称

14　中間西井坪遺跡

15　矢塚北古墳

16　矢塚南古墳

17　弓塚下古墳

18　西山崎1号墳

19　西山崎2号墳

20　西山崎3号墳

21西山崎4号墳

22　馬塚

23　犬のくそ塚

24　北岡城跡

25　本桑寺北1号墳

1中森1号墳

2　中森2号墳

3　御厩大塚

4　万灯塚1号墳

5　御厩天神社古墳

6　御厩池古墳

ぺし肝㌦1000m；　　26　本桑寺北2号墳

芸言語云　27本彙寺西古墳
28　奈良須池古墳

29　堂山城跡

30　国分寺六ツ目遺跡

31国分寺六ツ目古墳

32　おま泉遺跡

33　国分寺楠井遺跡

34　国分寺下目名代遺跡

▲　塚

第18図　遺跡の位置と周辺の遺跡（1／50，000）
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分寺六ツ目古墳は全長約21mの前方後円墳で，後円部に竪穴式石室，粘土櫛，箱式石棺の3基の埋葬施

設を設けていた。そのうち竪穴式石室から，鉄剣・鉄刀・鉄斧・鉄鉱などが出土し，4世紀頃の築造が

想定されている。御厩天神社古墳は，全長約30mの前方後円墳で，墳丘裾部から円筒埴輪が採集されて

おり，5世紀中頃の築造が想定されている。また，堂山・六ツ目山の東斜面には多数の円墳が群集して

いたが，調査されずに破壊された古墳が多い。そのうちの本尭寺北1号墳は，直径約10mほどの小円墳

とされ，小規模の竪穴式石室から円筒埴輪棺が出土している。そのはかに三ツ塚古墳や御厩大塚古墳な

どは，横穴式石室を有している。また，中間西井坪遺跡で4世紀末から5世紀初頭の埴輪や陶棺などを

焼成した大型の野焼き土坑や，それに付随する竪穴式住居跡及び円筒埴輪を伴う古墳3基が検出されて

いる。古代の遺跡としては，正箱遺跡で奈良時代後半から平安時代前半にかけての掘立柱建物群が検出

され，なかには40Idを越える大型の建物跡も確認されでいる。中世から近世にかけての遺跡としては，

国分寺楠井遺跡で室町時代の土師質及び瓦質の土器を生産した窯跡が検出され，薬王寺遺跡，中間西井

坪遺跡では小規模な集落跡が検出されている。また，堂山山頂には堂山城跡が所在する。その他，本遺

跡の周辺にはいわゆる「塚」が多く存在している。中には古墳の可能性もあるものもあるが，ほとんど

のものについては時代や性格については不明である。

2．調査成果の概要

本遺跡の発掘調査は昨年度からの継続事業であることから，昨年度の地区，グリッドの設定を踏襲し

て調査を行った。本年度の調査対象地は昨年度調査地の西側に位置する。本年度の調査区では弥生時

代，古墳時代，鎌倉時代，江戸時代の遺構・遺物が検出された。

（1）弥生時代

昨年度の調査ではⅤ－1区で3基の円形周清墓が検出されたが，今年度の調査では墓や集落は検出さ

れなかった。弥生時代の遺構密度は希薄で，Ⅶ－1区で数個の柱穴，遺跡の西端Ⅸ－2区で2基の土坑

が検出されただけである。Ⅶ－1区の柱穴からは弥生土器賓の底部が出土した。

土　坑

SKlOOl　遺跡の西端Ⅸ－2区の北端で検出された土坑である。平面形は円形で，径2．3m前後，深

さ0．7mを測る。哩土の上部からは径0．1～0．2mの礫とともに弥生土器片が多量に出土した。土器はいず

れも小破片で，鉢・襲片がみられる。時期は弥生時代後期に属する。

（2）古墳時代

遺跡の中央部やや西寄りⅥ区からⅦ－1区，Ⅶ－2区にかけて古墳時代後期の集落が検出された。遺

構は掘立柱建物24棟と竪穴住居1棟のほか，柱穴多数が検出された。また，遺跡の西部Ⅸ－1区でも古

墳時代後期の掘立柱建物が検出された。

竪穴住居

SHlOOl　Ⅶ－2区の南部で検出された竪穴住居である。平面形は隅丸方形で7．0×7．6m，深さ0．15mを

測る。SHlOOlの壁沿いには幅0．3～0．6mの周溝が巡っており，北壁沿い中央やや東寄りに平面形楕

円形の径0．5m，深さ0．2mのくぼみ（P5）が検出された。このくぼみの哩土中位には厚さ2～3cmの

焼土が堆積していた。焼土の堆積から火を焚く施設であったことがうかがわれる。なお，住居内からは

計19個の柱穴が検出されたが，深さや位置関係からPl～P4の柱穴が建物の主柱穴であったと考えら

れる。これらの柱穴は建物の平面形からみると東寄りに寄っている。P5が東寄りに寄っていることと
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写真27　SHlOOl（南よの 写真28　SHlOOl　遺物出土状況（西よの

∈三才

く≡三才

く≡≡7

‾‾‾＝－

10cm

1．暗褐色枯質土

2．黄色粘質土混灰褐色粘質土

3，焼土フロックを多量に含み，炭化物を微量含む層

0　　　　　　2誓

第21図　SHlOOl平・断面図（1／80），出土遺物（1／4）

ことと関係するのであろう。出土土器は床面より土師器高杯1，鉢3，須恵器杯身4（1～4），高杯

1のはか埋土中より，土師器・須恵器の小破片が出土した。時期は6世紀末から7世紀初頭に属する。

掘立柱建物

昨年度の調査区（Ⅵ区）においては7棟の掘立柱建物が検出されているが，本年度調査区のⅦ－1

区，Ⅶ－2区，Ⅸ－2区においても17棟の掘立柱建物が検出された。掘立柱建物の棟または梁の方向

はN－220　TWからN－10O rEを測る。昨年度調査区のⅥ区では，SRO4以西で検出された掘立柱建

物（SBO7）は今年度調査区のⅦ区で検出された掘立柱建物群とはぼ同方向のN－100－Eを測るが，

SRO4以東で検出された掘立柱建物群の主軸方位はN－200－EからNT410－Eを測る。掘立柱建物

の規模は1間×5間が1棟（SB1001），2間×5間が1棟（SBlO25），2間×4間が3棟（SB
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写真29　Ⅶ－1区　古墳時代集落 写真30　Ⅶ－2区古墳時代集落

1003・1007・1016），2間×3間が3棟（SBlOO6・1021・1026），2間×2間が8棟（SBOl・04・

05・06・1004・1005・1017・1019），1間×3間が2棟（SBO2・1008），1間×2間が3棟（SBO3・

1018・1020），2間×2間以上が1棟（SB1010），1間以上×2間（SB1009），1間×2間以上が1

棟（SBO7）である。IXTl区で単独で検出されたSBlOOlの柱穴の平面形は隅丸方形を呈し，柱穴の

規模も大きく，1辺0．7～1．0m，深さ0．4～0．5mを測る。Ⅶ区で検出された他の掘立柱建物の平面形はい

ずれも円形を呈する。また，柱穴の規模を比べると，径0．3～0．4mの柱穴で検出された建物（SB

lOO8・1017・1018・1019）と径0．6～1．0mの柱穴で検出された建物（SBlOO3～1007・1009・1010・1016・

1020・1021・1025・1026）の2種類がみられる。

（3）鎌倉時代

Ⅶ－2区では鎌倉時代の掘立柱建物3棟が検出され，Ⅷ－1区では掘立柱建物5棟と溝十数条，柱

穴，Ⅸ－1区では掘立柱建物2棟と土坑墓1基と柱穴が検出された。

掘立柱建物

Ⅶ一2区で3棟，Ⅷ－1区では5棟，Ⅸ－1区では2棟の掘立柱建物が検出された。古墳時代の建物

の主軸方位はN－220－WからN－100－Eと32度の幅でばらついているが，鎌倉時代の建物の梁また

は棟の方位はN－90－EからN－130－Eで，ほぼ向一方位を測る。なお，遺跡の周囲に現存する

条里型地割りはN－100－Eを測り，建物の主軸とはぼ同一方位である。掘立姪建物の規模はⅦ－2区

写真31Ⅷ－1区鎌倉時代掘立柱建物・溝
（東より）

写真32　Ⅶ－2区　S PlOOl
遺物出土状況（北より）
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写真33　STlOOl（北より）

⊂：1＝』

lこlu、‾詔

‾二手（SD1015）

（Ⅶ一1SP1044出土）

第22図　花塚遺跡出土土器（1／4）

写真34　SD1015　遺物出土状況（南よU）　　写真35　sD1015　遺物出土状況（東よU）

ではSBlO22は2間以上×2間（3．8m以上×5．6m），SBlO23は3間×2間（7．0×4．0m），SBlO24は

5間×2間（12．3×5．0m）を測り，比較的大きいものが多いが，Ⅷ－1区・Ⅸ－1区ではⅦ－2区の建

物よりも小型で1間×2間の建物が大半を占める。SBlOll（3．3×4．6m），SB1013（2．3×4．4m），S

BlO14（2．3×3．0m），SBlO15（3．9×5．3m）はいずれも1間×2間の建物である。SB1012（2．7×5．3

m）は2間×2間を測り，西側に庇をもつ。Ⅸ－1区SBlO02は3間×1間（6．1×3．2m），SBlO27は

2間×1間（5．0×3．6m）を削る。柱穴からの出土遺物は土師器小皿などがある。いずれも中世に所属

するものと考えられる。

柱　穴

掘立柱建物の周辺からは多数の柱穴が検出された。柱穴の規模は径0．3～0．6恥　深さ0．3～0．7mを測る

ものが大半である。Ⅶ－2区SPlOOlでは柱穴の埋土中位から瓦器椀（5）が底部を下に向けた状態で

出土した。また，Ⅷ－1区SPlO朝では須恵器椀（6）が柱穴の埋土上位より，底部を下に向けた状態

で出土した。

土坑墓

STlOOl　Ⅸ－1区の西部で検出された土坑である。平面形はほぼ方形を呈し，長辺2．1m，短辺0．8～

1．0mを測る。長軸の方位はN－120－Eを測る。遺物は土師器小皿・瓦器椀の小破片が北半分に散らば
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写真36　V－2区全景 写真37　V－2区全景（南東より）

った状態で出土した。

溝

Ⅷ－1区では，縦横に走る溝が多数検出された。溝はN－10～200　－EまたはE－10～200　－Sを測

る。付近で検出された掘立柱建物の主軸方位とほぼ同方位を執る。SDlO19では埋土最上部に炭化物と

焼土，SDlO15では哩土中位に炭化物が検出された。

（4）江戸時代

Ⅴ－2区では柱穴・井戸・土坑・滞，Ⅶ－1・2区では土坑，柱穴が検出された。Ⅴ一一2区ではSD

lO29・1030・1031で囲まれた方形区画（東西12．5m，南北7．0m以上）からは多数の柱穴，井戸1基，土

坑2基が検出されたことから，屋敷地であったと考えられる。

井戸

SKlOlO　平面形は円形を呈し，径1．8m，深さ1．0mを測る。哩土最上層は黄色ブロック混じり淡灰色

砂質土で，その下は大礫（径0．1～0．2m）混じり灰色砂質土である。底面はほぼ平坦である。遺構は細

砂層を掘り込んでおり，かなり湧水がみられたことから，井戸であったものと考えられる。

土坑

SKlO12　平面形は不整円形を呈し，長径3．5m，短径2．2m，深さ0．4mを執る。哩土は上層が大礫

（径0．1∴0．4m）混じり灰色砂質土，下層が淡育灰色細砂，暗灰色粘質土である。深さは0．4mと浅い

が，細砂層を掘り込んでおり，湧水がみられることから，井戸または水溜めの機能をもつ遺構であると

考える。

3．まとめ

本年度の調査区においては弥生時代・古墳時代・鎌倉時代・江戸時代の遺構・遺物が検出された。遺

構面の標高は最東部のⅤ－2区において29．4mだが，Ⅶ－1・2区は29．5～29．6mと高く，Ⅶ－4区は

28．6mと低い。また，道路を隔てて西側の調査区Ⅷ－1・2区では29．3～29．5mと高く，微高地状を呈す

る。最も高いⅦ－1・2区では古墳時代後期の集落が検出され，Ⅶ－2区西部では鎌倉時代の集落も検

出された。また，鎌倉時代の集落は低位部のⅦ－4区にはみられず，西側の微高地Ⅷ－1区で検出され

た。なお，古川の東岸線のⅨ－2区では耕作土直下には紳砂・粗砂層の堆積がみられた。この調査区の
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現地表の標高は28．5～27．1mと低く，遺構・遺物は検出されなかった。

古墳時代の集落は微高地のⅦ－1・2区，Ⅸ－1区で検出されたが，前述のように掘立柱建物と竪穴

住居で構成される．。建物の主軸の方向はN－220　－WからN－100　－Eと320のばらつきがある。

方，鎌倉時代の建物の主軸の方向はN－90　－EからN－130　－Eで，ほぼ同一方位を測り，遺跡周辺

の田畑にみられる条里型地割りの方向とはぼ一致する。これらのことから，少なくとも鎌倉時代には周

辺にみられる条里型地割りは存在していたものと考えられる。また，Ⅷ－1区で検出された周囲の条里

型地割りに平行して走る鎌倉時代の清は用排水路であったと考えられるが，SDlO04とSDlO07の間隔

は7．8～8．0m，SDlO07とSDlOllの間隔は10．0～10．8m，SDlO06とSDlO07の間隔は4．5～5．0mと狭

く，自然地形の高低差を克服するために小区画の田畑が存在していたものと考えられる。なお，古墳時

代は整然とした地割りはまだ存在しておらず，鎌倉時代には整然とした地割りに平行する田畑や屋敷割

が存在したものと考えられるが，古墳時代の建物と同様，鎌倉時代でも微高地に集落は営まれていたこ

とがうかがえた。
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V．竹元遺跡

1．遺跡の立地と環境

竹元遺跡は，高松市来植田町字竹元にある。今回調査を行う地点の痕道をはさんですぐ東方の田んぼ

の土手が大雨のため土砂崩れし，弥生時代後期の土器が多数出土した。遺跡のすぐ北を春日川の支流の

一つの朝倉川が，南東から北西方向に向かって流れている。本遺跡は，その朝倉川の南岸河岸段丘上に

位置し，標高は約50mほどである。朝倉川の両側は，春日川に合流部付近まで続く尾根がのびて，山が

迫った小盆地状の地形である。

本遺跡の周辺においては，旧石器時代の報告は今のところなく，縄文時代は，下司遺跡や村井遺跡か

ら遺物の報告がある。

弥生時代になると周辺各地に遺跡が展開している。光専寺山遺跡では，口線部が逆L字状の賓など

が出土し，前期末と考えられる。中山田遺跡は中期末から後期前半の遺跡で，竪穴式住居跡3棟・倉庫

跡2棟・テラス状遺構が検出され，テラス状遺構から分銅形土製品が出土している。後期のものとして

は∴富谷遺跡や円養寺遺跡があり，前者からはベット状遺構を伴う竪穴式住居が，後者からは古墳時代

初頭に至るまでの壷棺墓や組合せ石棺墓が検出されている。また，三谷通谷遺跡で，聾棺墓が検出され

ている。

1三谷通谷遺跡
2　池田下代古墳
3　光専寺山遺跡

4　川東2号墳
5　川東1号墳
6　天親塚
7　こんほうじ古墳
8　村井遺跡
9　池田合子神社古墳
10　中山田遺跡
11尾越古墳
12　稗田束古墳

13　大亀古墳群
14　本村古墳群
15　切谷遺跡
16　松尾池北古墳
17　松尾池1号墳
18　円蓋寺遺跡
19　葛谷遺跡
20　下司遺跡
21下司廃寺
22竹元遺跡
23　十河城跡
24　出之山古墳

25　高柿墳墓群
26

27

28）

第23図　遺跡の位置と周辺の遺跡（1／50，000）
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公渕池窯跡

29　三ツ子池古墳
30　雷塚古墳
31まどろこ古墳
32　南原古墳
33　南原遺跡
34　龍現神社古墳
35　城池古墳群

36　池下古墳群



2．調査概要

調査区は県道塩江屋島西棟の西側に位置し，延長90mを測る。北から順にI～Ⅳ区として調査を行っ

た。I区の県道を挟んで東側には過去，、集中豪雨のため土砂が崩れ，弥生後期後半の土器が多量に出土

した地点がある。また，I区の北側は平成5年度，香川県教育委員会文化行政課が発掘調査を実施し，

弥生時代の竪穴住居と溝，縄文時代の土坑が検出されている。

今回の調査ではI・Ⅱ区から弥生時代後期の清3本と柱穴5個，弥生時代の遺構面の下層から，縄文

時代晩期の自然河川・土坑を検出した。Ⅲ・Ⅳ区は弥生土器，縄文土器の包含層を確認したが，遺構は

検出できなかった。いずれの調査区も弥生時代の遺構面は現地表下0．8～1．0mで，縄文時代の遺構面は

1．4～2．2mであった。

（1）縄文時代晩期

I区では4本の自然河川が検出された。いずれも南東から北西方向に走る。埋土からは縄文晩期後半

の突帯文土器が出土した。底面付近には厚さ0．2～0．3mの小礫混じり粗砂層が堆積し，その上層には厚

さ1m前後の細砂層が堆積していた。

Ⅲ区では1基の土坑が検出された。遺構面を形成する土は灰黄色小礫混じり砂質土である。遺構哩土

は灰黄色粘質土で，遺構面を形成する土と類似する。哩土より，縄文晩期の土器小片が少量出土した。

Ⅲ区では現地表下1．4～1．8mの黄褐色粘質土，灰色小礫混じり細砂中から縄文晩期の土器破片が少量

出土した。遺構は検出されなかった。Ⅳ区でも現地表下1．7～1．9mの灰色粘質土から縄文晩期の土器が

少量出土した。Ⅲ区同様，遺構は検出されなかった。

（2）弥生時代後期

I区では5個の柱穴と3条の溝が検出された。SDO2・SD04は重複しているが，土層堆積よりSD

04のはうが新しいことがうかがわれた。SDO2・04は南部は調査区外に連続するため，全体の規模は不

明であるが，SD02は幅3．0m，深さ1．8m，SD04は幅3．5m以上，深さ1．8mを測る。SD04の埋土は灰

色小礫混じり粗砂で，SD02の哩土は下層が灰色細砂で，上層が暗灰色粘質土である。SDO2・04から

は弥生後期後半の土器がコンテナ13箱程度出土した。

3．まとめ

今回の調査で縄文時代晩期の土坑と自然河川，弥生時代後期の溝と柱穴等が検出された。高松平野の

縄文時代の遺跡では高松市林町の林・坊城遺跡，高松市新田町の小山・南谷遺跡で発掘調査が行われて

いる。林・坊城遺跡では晩期後半の土器・木製品車含む自然河川，小山・南谷遺跡では後期の自然河川

が検出された。竹元遺跡で検出された縄文時代晩期後半の突帯文土器を含む自然河川，土坑は高松平野

で数少ない縄文時代の遺構で，貴重な資料であろう。

また，弥生時代の滞SDO2・04からは完形晶に近い土器も多量に出土した。弥生時代後期後半の土器

構成を示す良好な資料であろう。
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第25図　遺構配置図（1／300）
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Ⅵ．南天枝遺跡

1．位置と環境

南天枝遺跡は，高松市と三木町の境界より東へ延長800m，町道田中氷上線に隣接した木田郡三木町

田中南天枝に所在する。地形的には蓮池と吉田川に挟まれた間に延びる低丘陵の先端部分に位置し，周

辺の標高は28m前後を測る。

周辺の遺跡では弥生時代～中世までの諸遺跡が存在する。旧石器・縄文時代の資料は極めて微量であ

るが，十川東・平田遺跡の有舌尖頭器がある。

弥生時代の遺跡は最近の調査により増加傾向にある。前期の段階では農学部遺跡，福万遺跡，中期で

は鹿伏・中所遺跡，白山2・3遺跡等の集落がある。なお，白山1遺跡からは扁平鉦式の銅鐸が出土し

ていることは著名である。後期には鹿伏・中所遺跡，西土居遺跡等の拠点集落の調査がある。また，本

遺跡の隣接地の十川東・平田遺跡，砂入遺跡等では小規模な集落の調査例がある。

古墳時代には本遺跡の南方丘陵上に，後期古墳が点在するようになる。本遺跡の所在する低丘陵上に

は雷塚古墳，四十塚古墳等の古墳が所在するが，実態は不明瞭である。集落の調査例は少なく，本遺跡

と砂入遺跡の調査例があるだけである。

古代の寺院跡では白鳳～奈良時代にかけて相次いで建立されたと考えられる始覚寺，香華寺，上高岡

廃寺，長楽寺等が知られている。集落の調査例では西尾遺跡及び本遺跡の西300mに位置する尾端遺跡

、至1・南天枝遺跡
2．尾端遺跡

t1

3．十河東・平田遺潮
4．西尾遺跡
5．西尾天神社古墳
6．鯉宇神社経塚
7．十河城跡
8．鷺池南古墳
9．出之山北塚

馬10．出之山南古墳

上

第26図　遺跡位置及び周辺の遺跡（1／25，000）
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11．四十塚古墳
12．上田中城跡
13．雷塚古墳
14．福万遺跡
15．中坪城跡
16．長楽寺跡
17．旧長楽寺跡



等の調査がある。

中世では東譲で勢力を持った十河氏の居城である十河城が，南西の丘陵上に築かれる。その関係から

か，周辺には小規模な中世山城が比較的多く点在する。また，集落では本遺跡の他，十川東・平田遺

跡，福万遺跡等，最近の調査により増加傾向にある。

2．調査成果の概要

調査対象地は町道氷上田中線に平行する形で，東西延長170m面積3，800niを測る。調査区の設定は

東よりIa～Ic区に3区分して調査を実施した。調査地の地目は全て水田である。

地形的には本遺跡は，3条の埋設谷と3つの微高地（微高地1～微高地3）からなる。微高地の上面

は顕著な削平を受けており，耕作土直下で遺構面を検出した。微高地上からは古墳時代末，中世の集落

及び江戸時代の遺構を検出した。3条の埋設谷では3面の遺構面を検出している。上位で中世の集落，

下位で古墳時代末の集落を検出した。

今回の調査では弥生時代後期，古墳時代末，奈良～平安時代，鎌倉～室町時代前半，室町時代末～江

戸時代前半の遺構・遺物を検出した。この内弥生時代後期と奈良～平安時代は少量の遺物が出土したに

すぎず，周辺に該時期の遺跡が展開する可能性を指摘するにとどまる。

（1）古墳時代末

当該期の遺構は対象地のほぼ全域より検出しているが，集落の中心はIa区の西半部よりIc区の東

半部の範囲内に展開する。主要な遺構はSHOl・03，SBOl～22，SDOl～06等である。なお，Ic区

のSDO4・05は埋設谷の最深部より検出した滞状遺構であるが，検出状況より人為的な遺構と捉えるよ

り，谷底に所在する中流路と考えられる。

この集落の代表的な遺構は掘立柱建物である。合計で22棟検出したが，柱穴出土の遺物が乏しく，と

りあえずこの時期に加えている建物も数棟含んでいる。検出した掘立柱建物群は，主軸方位のバラツキ

がかなりある。また，重複する事例も数住居でみられる点より，数時期の時期差が考えられる。これら

の建物群を主軸方位をふまえて分類すれば，①sBO2・04・05・11～13・18　②sBOl・06・10・15

③sBO3・16・17・19・21④sBO7・08・09・14等に4区分できる。この分類が必ずしも時期差を表す

ものとは言い切れない点もあるが，4時期程度の時期差があるものと理解できる。これらの建物群の詳
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細な時期を決定するにはまだ課題を残すが，概ね7世紀前半頃が主体を占める建物群と考えられる。

SHOIIb区北部で検出した方形の竪穴住居跡である。住居跡の北辺は対象地より外れるため，全体

の約3／4検出した。径4．0m深さ0．4mを測る。住居の床面は2面検出でき，2次期の建て替えが考え

られる。下層の一次床面の主柱穴は小型で，径0．4m深さ0．4mを測る。主柱穴は3柱穴検出したが，

形状より本来4主柱穴と考えられる。南辺に幅の狭い壁溝を配している。上層の二次床面の主柱穴は，

南東隅で1主柱穴のみ検出した。小型で径0．3m深さ0．2mを測る。対辺の主柱穴は，床面西部で検出

された，幅1．2m　長さ2．2m　深さ0．1mを軋る浅い落ち込みのため切られている。床面中央には炭層

及び黄灰色粘土が1．6mXO．7mの範囲で拡がっていた。上層の二次床面直上より（第33図）の土師器壷

2次床面

1次床面

※平面の実線は2次床面、破線は1次床面

第27回　SHOl平・断面図（1／80）
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第28図　SHO3平・断面図（1／80）
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等の土器が少量出土している。時期的な点では，6世紀末～7世紀第1四半期前後と考える。

SHO3Ic区末端部で検出した長方形の竪穴住居跡である。住居跡の東辺は調査区より外れるため，

全体の約1／2検出した。長径4．0m以上　短径3．8m深さ0．1mを測る。北辺に造り付けの竃を備えてい

る。主柱穴は2柱穴検出した。主柱穴は小型で径0．2m　深さ0．2mを測る。南辺には幅の狭い壁清を配

している。床面直上より（第33図）の土師器の鉢及び須恵器の高杯片が出土している。時期的な点で

は，6世紀末～7世紀第1四半期前後と考える。

SBlO Ib区の西部，埋設谷の中位より検出した，東西棟で総柱の掘立柱建物である。桁行3間（5．1

m）×梁間2問（4．0m）面積20．4ITfを測り，主軸方位はN880Eを測る。柱穴掘形平面は不整円形，断

面は不整U字状を呈し，径0．7m深さ0．4mを測る。埋土は淡黒色系の粘質土である。掘形哩土中より

（第33図）の須恵器壷及び須恵器杯，高杯等が少量出土している。時期的な点では7世紀の第一四半

第29図　SBlO・12　平・断面図（1／80）
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写真45　S B12・13全景（東より）

期以降と考えられる。

SB12　I b区の西端部で検出した南北棟

の掘立柱建物である。西側柱列は調査区外

に延びるため約半分を検出したにすぎな

い。桁行4間（8．0m）×梁間2間以上（4．0

m以上）面積32．OId以上を測る。主軸方位

はN40　Eを測る。柱穴掘形平面は不整方

形，断面は逆台形状を呈し，径0．8m　深

さ0．6mを測る。埋土は暗灰褐色系の砂質土

である。掘形埋土中より（第33図）の須恵

器杯及び土師器片が出土している。時期的

な点では，図化した資料以外の遺物より7

世紀の第一四半期以降と考えられる。

SDOI I a区東端部で検出した南北清で

ある。検出長14m幅5．7m　深さ0．4mを測

る。主軸方位はN140　Eを向く。断面は不

整形な皿状を呈し，哩土は灰茶褐色系の砂

質土である。出土遺物としては土師器片，

須恵器杯・壷・蜜等が出土している（第33図）

28．00m

1　灰茶褐色砂質土
2　時茶灰褐色砂質土

1m
：，，，，！　　l

第30図　SDOl土層断面図（1／舶）

写真47　SDOl・02全景（北より）

時期的な点では7世紀の第一四半期以降にあたる。

（2）中　世

当該期の遺構は，調査区のほぼ全域で検出しているが，大まかにみて　①I a区中央部，②Ib区中

央部I c区東部，③I c区西端部の3地域に集中する。主要な遺構では，SB23～34，SEOl，SD12

等の遺構である。

掘立柱建物は合計で11棟検出しているが，柱穴出土の遺物が乏しく，取りあえずこの時期に含めてい

る建物も数棟ある。また，先の①②地域では多量のピットが集中しており，整理の段階で更に新たな建
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物が設定できる可能性が高い。これらの建物群を

主軸方位より分ければ3グループに分けられる

が，現在の地割り方向に向く建物が主体を占め，

古墳時代の建物に比べかなりまとまった方位を示

す。建物群を分布範囲より分ければ次のA～Dま

での4グループに区分できる。A：I a区中央部

（SB23～25）B：I b区中央（SB26～31）C：

I c区東部（SB32・33）D：I c区西端部（SB

34）以上である。AグループのSB23は庇を備え

た大型の建物であり同グループの中心的建物と考

えられる。CグループのSB32・33の周辺には， 写真48　I a区　中世ピット群（南より）

建物に伴う小規模な区画溝が検出されている。集落の小単位の構造を理解するうえで貴重な資料であ

る。これらの建物群の詳細な時期を決定するにはまだ課題を残すが，概ね13～14世紀前後が主体を占め

る建物群と考えられる。

SB23I a区の中央，埋設谷の上面で検出した東西棟で，北辺に庇を備えた大型の総柱の掘立柱建物

である。桁行4間（9．3m）×梁間2間（4．0m）面積37．2ITfを測り，主軸方位はN800Wを測る。柱穴

掘形平面は円形，断面はU字状を呈し，径0．4m深さ0．5mを測る。埋土は淡灰色系の砂質土である。

掘形哩土中より（第33図）の土師器の小皿が出土している。時期的な点では13世紀前後と考えられる。

第31図　SB23　平・断面図（1／80）
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SEOI I a区の中央，埋設谷の上面で検出した石組

井戸である。掘形の平面形は楕円形，断面は逆台形状

を呈する。長径4．7m短径4．0m深さ2．1mを測る。

石組は6～7段積みで円形に組み上げている。井筒の

内径は1．2Illを測る。哩土を大別すれば上・下2層に

分けられる。上層は暗茶褐色粘質土，下層は暗灰褐色

粘質土である。出土遺物としては，土師器杯・小皿，

0　　　　　　　　　　　1m
l　　！　　i

第32図　S EOl平・断面図（1／40）

須恵器壷・饗等が出土している（第33図）。時期的な点では13世紀前後と考えられる。

SD12I c区西端部のSB34の西辺に位置する南北清である。位置関係よりSB34の雨落ち清と考え

られる。検出長5．8m幅0．5m深さ0．2mを測る。主軸方位はN40Eを向く。断面は不整形なU字状

を呈し，哩土は灰褐色砂質土である。出土遺物としては土師器小皿，瓦器椀・小皿，須恵器壷・饗等が

出土している（第33図）。時期的な点では13世紀以降と考えられる。

（3）近世前半

当該期の遺構は，I a区を中心に検出している

数条の溝状遺構のみである。したがって当該期に

は全域耕作域として利用されていたものと考えら

れる。代表的な遺構としてあげられるのは，SD

O7～11等である。これらの溝群は現地割に符合す

る形で配されている区画溝である。

SDO7　I a区中央埋設谷上面で検出した南北清

である。北端部はSD08に切られているが，検出

状況よりこの溝は，本来SD08より分岐する溝の

可能性が高い。検出長14．5m　幅3．5m深さ0．2m

一一1・′15－

写真50I a区全景（西より）


